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脱炭素宣言に向けて

■2020年10月26日

菅総理（当時）が所信表明演説において

「2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち
2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」 ことを宣言。

人口約57,000人の住宅都市であり、大企業の事業所・工場等のない

この逗子市においても 全体目標達成のために対策を講じていく‥‥



そのためには‥‥

市、市民、事業者が各々の立場や役割を自覚し、

一体となって

“脱炭素社会の実現” を目指していく

脱炭素宣言に向けて



① 地球温暖化の現状について理解する

② 一人ひとりが問題意識を持つ

③ 今、何ができるか 何をすべきかを考え行動する

市、市民、事業者 各々（全員）が



二酸化炭素（CO2）の排出量



出典：全国地球温暖化防止活動推進センター

二酸化炭素（CO2）の排出量

■世界の排出量（2018年：国別） ■日本の排出量（2019年度：部門別）



二酸化炭素（CO2）の排出量推移

■逗子市の排出量（平成25（2013）年度～平成30（2018）年度）

出典：環境省HP



部門別二酸化炭素（CO2）排出量

■逗子市の部門・分野別排出量平成30年度（2018年度）

出典：環境省HP出典：環境省HP



逗子市の取り組み



逗子市の取り組み①

COOL CHOICE（クールチョイス）の推進

「COOL CHOICE（クールチョイス）」
とは、CO₂などの温室効果ガスの排出量削
減のために、脱炭素社会づくりに貢献する
「製品への買換え」、「サービスの利用」、
「ライフスタイルの選択」など、日々の生
活の中で、あらゆる「賢い選択」をしてい
こうという取組みです。

逗子市では、2017年（平成29年）６月
10日に、「COOL CHOICE（クールチョイ
ス）」に賛同することを宣言しました。



逗子市の取り組み②

■６月環境月間でのイベント（環境フェスティバルなど）

市民団体と連携した取り組み

■市民団体主催の出前授業や自然観察会の支援

■かんきょう講演会の開催

市、市民団体、事業者の取り組みの展示やワークショップ等の環境
問題に関する意識啓発を実施

市内小中学校に、地球温暖化と省エネについての授業を実施したり、
子どもたち向けに、田越川などをフィールドに、自然観察会を実施

毎年３月頃に、マイクロプラスチックや家庭でできる地球温暖化対策
など、様々なテーマで環境に関する講演会を実施



環境フェスティバルの様子



自然観察会の様子



かんきょう講演会の様子



逗子市の取り組み③

2050年までの脱炭素社会実現を目
指し、2030年度（令和12年度）まで
に、原則として市内の電力を使用す
るすべての市所有（管理）施設にお
いて、再エネ100％の電気を調達する
ことを目標とした「公共施設の電力
調達の方針」を策定し、再エネ100％
電気の切替えを推進します。

再エネ100％電力調達の推進



まとめ（今後の課題と方向性）

民生部門

（その他業務部門・家庭部門）
約７割

省エネや環境配慮行動などのライフスタイルにおける行動
の変革が必要。
「人ごと」ではなく、「自分ごと」として捉えることがで

きるよう行動変容を促していく。


